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QBK NEWS

取り組み概要

日時：2023年6月12日（月）～7月17日（月）
（毎週月曜日18:00からの部会で行った）
目的：
① 大学生協についての知識を深める
② 活動のモチベーションをあげるため

背景や概要：組合員活動研修セミナーに参加
したメンバーの持ち帰り企画として行いまし
た。立命館生協 2030Goalsをもとに6週にわ
たって、大学生協や学生委員会の取り組みに
ついて学びました。

01 立命館生協 2030Goalsをもとに
みんなで勉強会！

02 楽しく復習＆行動宣言！

第6週目は、チーム対抗Aワククイズ大会を行いました。5週
かけて学んだことを楽しく復習しました。最後にワークシート
を用いりながら、これからASCメンバーとしてどのように頑
張っていくかを宣言してもらいました。ASCメンバーからは、
「やってみたい活動が増えた」「大学生協の取り組みについて
知ることができた」などの声がありました。

APU GOALS ワクワクワーク（以下Aワク）は、立命館生協 2030Goalsのビジョンをもと
に、①つながり・交流 ②学び・成長 ③健康・安全 ④APU(立命館)に貢献・社会に貢献 ⑤平
和の5つのテーマについて5週間かけて部会で学んでいきました。

Aワクの構成は、各回のテーマについての提起を10分、ワークを10分の計20分となってい
ます。提起の時間では、これまでASC（APU-COOPの学生委員会の通称）が行ってきた活
動、他大学の活動事例、大学生協が行っている取り組みなどを紹介しました。提起を行った
のは執行代（2年生）のメンバーです。特に活動の中心となる執行代のメンバーに各回のビ
ジョンの提起を割り振ることで、より学生委員会に対して当事者意識を持てるようにしまし
た。ワークの時間では、提起の時間で学んだことから、どのような活動ができるかを考える
時間となっていました。飽きない工夫として、ホワイトボードを用いたり付箋出しをしたり
など毎週異なるワークをしました。
また、組合員にも届けるために、毎週の活動報告とともに、1枚にまとめたビジョンの説明

をインスタグラムにて投稿しました。
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